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前田哲弥：ツクシカンガレイ（カヤツリグサ科）の和歌山県における新産地




育が確認されていなかったツクシカンガレイ Schoenoplectus multisetus Hayas. et C. Satoの生育を確認し
たので報告する。
ツクシカンガレイは，筒井（1983 a）によって初めて報告された。その後，Hayasaka and Sato（2004）に
よって，地下茎の節間が伸張して長い地下茎となること，稈が 1.5―5 cmの間隔で列生すること，花被片は 3―
10本でその長さは痩果長の約半分からわずかに長い程度であること，花序の直径が 1.5―2 cmであること，苞




の重要湿地 500」に選定基準 2に基づいて選定されている（http : //www.sizenken.biodic.go.jp/wetland/291/
291.html）。かつては水田で，湿地内には水が湧いている所もあるために湿地の状態が守られ，多くの湿地性




年 10月 14日に再度調査を行い，ツクシカンガレイの生育も確認した（Fig. 2 A）。この時採集した個体は長
い地下茎を持ち，稈は列生していた。刺針状花被片は 6―8本で，痩果よりやや長いかほぼ等長であった（Fig.


























Fig. 1. New locality and distribution of Schoenoplectus
multisetus in the Kinki district. ★：New locality in
Wakayama Pref. ●：New locality based on specimens. ○：
Localities based on Tsutsui（1984）, Hayasaka and Sato
（2004）and Mieken Kankyoushinrinbu Shizenkankyou-
shitsu（2006）. ×：Extinct locality reported by Tsutsui
（1984）.
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Fig. 2. The voucher specimens of Schoenoplectus multisetus from Wakayama Pref.（WMNH-33659）.
A : Whole plant. B : Achenes with bristles. Bar=1 mm. C : Bracts. Bar=1 cm.
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重県・山口県・福岡県・佐賀県・熊本県・大分県・鹿児島県である（筒井 1983 a, b, 1984, 1985 ; Hayasaka








見の田原，標本庫（OSA）の標本で確認できた生育地に，これまで文献上（筒井 1984 ; Hayasaka and Sato










Wakayama Pref.：東牟婁郡串本町田原，Oct. 14, 2007, T. Maeda（WMNH-33659）．Kyoto Pref.：京
都市北区深泥池，Jun. 29, 1947, G. Nakai 3394（OSA）．京都市左京区宝ヶ池，Oct. 12, 1949, M. Hatoh 2799
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